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小 豆 島 町

ふくしだよりふくしだより
地域が抱えているさまざまな福祉問題を地域全体の問題としてとらえ、

みんなで考え、話し合い、協力して解決を図ることを目的としています。

だれもが安心して暮らせる福祉の町づくり

ふれあいワークキャンプ（豊寿園）



＜配食サービス＞
　　一人暮らし高齢者等の方対象。週３回（月・水・金）。町から委託。要利用料。
＜生活支援サービス＞
　　事業対象者や要支援・要介護認定を受けている方で、買い物、掃除など軽微
　な日常生活支援。週１回１時間程度。町から委託。要利用料。
＜日常生活自立支援事業＞
　　認知症高齢者や障がい（知的障害・精神障害）等で、判断が十分ではないが、
　本事業の契約内容について理解できる方に対し、福祉サービスの利用手続きや
　金銭管理のお手伝い。県社協から委託。
＜生活福祉資金貸付事業＞
　　低所得世帯・障がい者世帯・高齢者世帯が対象。安定した生活が送れるよう
　に資金貸付と相談・支援。県社協から委託。
＜生活困窮者自立相談支援事業＞
　　町内在住の生活困窮者の方が対象で、生活保護に至る前の段階の自立支援策
　の強化自立に向けて状況に応じた支援。県社協から委託。
＜心配ごと相談＞
　　毎月、第２第４火曜日に、日常生活における心配ごとの相談に応じ、助言や
　専門機関へ紹介。
＜防水シーツ配付・福祉機器貸出事業＞
　　在宅で寝たきりの方へ無料配付。 車イスの貸し出し。返却時に消毒代要。
＜施設交流事業＞
　　４月頃に施設入所者とのお花見交流。８月頃には中学生が施設でボランティ
　ア活動の一環として入所者とふれあいワークキャンプ。
＜絆バトン・命の笛配付事業＞（小地域ネットワーク事業）
　　絆バトン…７５歳以上の方対象。緊急連絡先や持病などの医療情報、かかり
　つけの医療機関など記入したものを冷蔵庫に保管する。救急車を呼んだときに
　役立つ。
　　命の笛…７５歳以上の方対象。普段から身に着けておき、助けや応援を必要
　とするとき、命の笛を吹いて助けを求める。１個５００円
＜一人暮らし高齢者を励ます会＞
　　７７歳以上の一人暮らし高齢者の方を対象に食事会等をして交流会を開く。
＜広報活動事業＞
　　年２回ふくしだより発行
＜その他の協力事業＞
　　香川県共同募金会小豆島町共同募金委員会・民生委員児童委員協議会・老人
　クラブ連合会
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平成28年度　事業報告

小豆島町社会福祉協議会は
「福祉のまちづくり」を目指して活動しています



平成29年度　事業計画
　平成２９年度は、社会福祉充実計画の策定や、新規事業の生活支援コーディ
ネーター事業の実施により、地域福祉の推進に向けて取り組みます。経営基盤
の強化では、自主財源の確保に向けた検討や、職員のスキルアップのための研
修会参加、また広報活動の強化では、自治体単位で福祉関係者やボランティア
対象に各事業の説明を実施します。

　　　重点推進項目
　　　①生活支援コーディネーター事業の推進
　　　②経営基盤の強化（財源確保・職員育成等）の取り組み
　　　③社会福祉法人制度改革（社会福祉充実計画）への対応

支出
37,091,000

助成金・
負担金
2,153,000

予備費
2,398,000

事業費
1,911,000

人件費（7人分）
24,386,000

事務費
6,243,000

〈支出の部〉
その他
1,957,000

活動基金取崩
3,000,000

受取利息
配当金
6，000

共同募金
配分金
3,331,000

利用者
負担金
128,000

前年度繰越金
4,190,000

受託金
14,912,000

助成金
10，000

補助金
6,282,000

会費　
2,685,000

寄付金
400，000

収入
37,091,000

〈収入の部〉

事業費
190,000

（単位：円）
平成29年度　収支予算

事業収入
173,200

支出
35,855,070

助成金・
負担金
2,060,270

当期年度末残高
5,377,414

事業費
1,495,432

人件費
21,022,236

事務費
5,899,718

〈支出の部〉

その他
3,181,949

受取利息
　配当金
　7,294
共同募金
配分金
3,016,590

前年度繰越金
3,887,387

受託金
12,952,190 助成金

0

補助金
9,433,460

会費　2,659,000
寄付金
544,000

収入
35,855,070

〈収入の部〉
平成28年度　収支決算 （単位：円）
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届けよう！思いやりの心
　

九
州
北
部
で
の
豪
雨
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
私
は
最
初
に
、『
い
っ
ぱ

い
降
っ
と
る
な
ぁ
。
こ
の
雨
が
小
豆
島
に
降
っ
た
ら
、
警
報
が
出
て
学

校
が
休
み
に
な
る
の
に
な
ぁ
。』
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く

す
る
と
、
テ
レ
ビ
の
画
面
に
は
、
本
当
に
雨
が
降
っ
た
だ
け
な
の
か
と

疑
い
た
く
な
る
映
像
や
写
真
が
映
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
知
ら

な
い
間
に
津
波
が
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。『
特
別
大
雨

警
報
』
と
い
う
め
っ
た
に
出
な
い
警
報
が
出
さ
れ
、
多
く
の
死
者
や
け

が
人
が
出
ま
し
た
。
修
学
旅
行
で
行
っ
た
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
九
州
北

部
が
あ
ん
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
不
思
議
で
お
そ
ろ
し

く
感
じ
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
は
こ
の
地
球
に
住
む
上
で
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
少
し
で
も
早
く
土
地
も
人
の
元
気
も
元
通
り
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
小
豆
島
は
九
州
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
の
で
、
私
が
で

き
る
こ
と
は
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
ま
ず
は
今
の
状
態
な
ど
を
よ

く
知
り
、
で
き
る
こ
と
は
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

三
年
　
震た

つ
み

　
　
葵あ

お

　
衣い

九州北部豪雨を見て思ったこと・災害に大切なこと

　

僕
が
、
こ
の
九
州
豪
雨
を
知
っ
た
の
は
、
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
し
た
。

は
じ
め
は
、『
強
い
雨
が
降
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
、
普
段
よ
り
も
雨
が
す

ご
い
な
ぁ
。』
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
日
が
た
つ
に
つ

れ
、
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
、
そ
し
て
、
死
者
が
出
て

し
ま
う
最
悪
の
事
態
に
な
り
、
あ
ん
な
軽
い
気
持
ち
で
テ
レ
ビ
を
眺
め

て
い
た
自
分
を
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

豪
雨
か
ら
二
週
間
近
く
経
っ
た
今
で
も
豪
雨
に
よ
る
死
者
は
増
え
、

さ
ら
に
、
土
砂
崩
れ
な
ど
で
出
た
泥
の
撤
去
作
業
な
ど
の
復
旧
作
業
に

も
問
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
九
州
へ
行
き
、
必
死
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
僕
は
、
誰
か
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
手

を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
誰
か
が

や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
何
も
し
な
い
の
で
は
な
く
、
助
け
合
う
中
で
、

自
分
か
ら
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

二
年
　
山や

ま

　本も
と

　
蒼そ

う

　士し

　

七
月
五
日
、
六
日
の
大
雨
の
影
響
で
、
こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
方

が
命
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
が
避
難
し
て
、
そ
の
中
に
家
が
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
道
路
が

崩
れ
た
り
し
て
家
に
帰
れ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
と
、
私
の

胸
も
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
一
年
が
過
ぎ
て
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
行

っ
た
り
し
て
災
害
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
九
州
北
部

豪
雨
に
よ
っ
て
、
ま
た
大
変
な
状
態
で
す
。

　

こ
の
募
金
で
出
来
る
こ
と
は
数
少
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
被
害
に
あ

っ
た
人
た
ち
が
安
心
し
て
安
全
に
、
自
由
な
毎
日
を
す
ご
せ
る
よ
う
に

少
し
で
も
役
に
立
っ
て
、
被
害
に
あ
っ
た
人
た
ち
が
笑
顔
に
な
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

三
年
　
松ま

つ

　原ば
ら

　
由ゆ

　亜あ

一
年
　
笠か

さ

　井い

　
一い

っ

　咲さ

　

僕
は
、
こ
の
災
害
が
起
こ
り
、
人
が
亡
く
な
り
、
悲
し
む
人
た
ち
が
、

い
っ
ぱ
い
い
て
、
と
て
も
胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

　

大
雨
で
、
街
の
中
を
水
が
流
れ
、
家
や
車
を
飲
み
込
み
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
流
し
て
い
き
ま
す
。
大
切
な
人
・
物
・
場
所
を
失
う
と
い
う
こ

と
は
、
本
当
に
つ
ら
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
を
テ
レ
ビ
で
見
る
と
、
被
災
地
の
人
は
、
苦
労
を
し
て
い
て
、

僕
達
が
普
通
に
生
活
で
き
て
い
る
こ
と
っ
て
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
な

い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

僕
は
災
害
に
あ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
人
と
人
の
助
け
合
い
・

支
え
合
い
」
が
大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
が
被
害
を

受
け
て
な
い
か
ら
と
思
わ
ず
、
み
ん
な
を
助
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（7月25日）

　小豆島中学校の生徒の皆さんと保護者の方から、

九州北部豪雨災害に対し大分県へ、又、中蒲生婦人

会から福岡県へ義援金をいただきました。香川県共

同募金会・小豆島町共同募金委員会を通して、それ

ぞれ送金しました。ありがとうございました。
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赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金
～じぶんの町を良くするしくみ～

　共同募金は、地域ごとで使い道や集める額を事前に定めて、寄付を募るしくみです。
　集まった募金の70%がいただいた地域で使われます。残りの30%は市区町村を超えた広域での活動
や災害時の備えのためなどに使われています。
　共同募金は、高齢者サロンの運営や草の根のボランティア活動の費用な
ど、さまざまな民間の地域福祉活動を支援しています。
　木庄自治会では、地域福祉活動などのお知らせをする告知板が古くなっ
たため、共同募金に助成申請をしました。総事業費の４分の３の助成金が
出たため、ガラス付きの告知板を10か所設置しました。
　お知らせを磁石で止めることができ、また雨が降っても見ることができ
るとみんなが喜んでいます。

　「絆バトン」とは
　専用シートに緊急連絡先や持病などの医療情報、かかりつけ医療
機関などを書いて、冷蔵庫に保管しておくものです。救急車を呼ん
だ時に役立ちます。

「絆バトン」があなたの命を守ります。

具合が悪くなり
119番へ電話

救急隊が自宅へ到着
玄関内側のシール確認

冷蔵庫のマグネットを
発見

冷蔵庫の中にあるバ
トンを取り出す

中身を確認し情報を入
手する

適切な処置をして病
院へ搬送

お問い合わせ
　小豆島町社会福祉協議会　☎︎82−5318

｛絆バトン感謝のことば｝
　病名・薬・かかりつけ医療機関等を書いて、絆バトンに入れて
いました。主人が倒れて救急車が来たとき、絆バトンが役に立ち
ました。ありがとうございました。

　　　　　　　　４月から小豆島町社会福祉協議会で勤務をしております。不慣れではありますが、精一
　　　　　　　杯やってまいりますので、何卒よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　社協は、町民の皆様に支えられた組織です。目的は、社会・地域における福祉の発展・
　　　　　　　充実で、住民の方が、日々の生活のなかで必要とする福祉サービスを提供しています。
　　　　　　　　現在は、町からの委託を受け、ニーズが高い軽度の家事支援サービス、高齢者の方への
　　　　　　　昼食の配食サービスを、利用料をいただき実施しています。その他にも、心配ごと相談や
　　　　　　　生活困窮者の自立支援など福祉の窓口となる事業に取り組んでいます。
　昨今、地域問題解決の方策として、地域力の活用が言われています。社協が担う地域福祉の向上におき
ましても、組織的に対応する地域の自治力や住民の地域に対する参加意識、地域への関心が必要になって
くると思います。
　幸いにも小豆島町には、住民自治の精神、隣近所の適度な関わり合い、相互扶助のシステムが保たれて
いると感じます。
　これがもたらす福祉や防災、防犯、子育てなどへの効果は計り知れません。
　社会福祉協議会も、自治会や民生委員、福祉委員、その他の関係団体の皆さんとともに、地域社会を基
盤とした活動に取り組んでいきます。よろしくお願いします。

「よろしくお願いします。」 小豆島町社会福祉協議会　事務局長　空 林　志 郎
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※理事・監事・評議員は、議会、行政、自治会、民生委員
　児童委員協議会、老人クラブ、婦人会、身障者団体、福
　祉施設、保健・医療機関、学校、ボランティア、福祉委
　員の代表及び学識経験者で構成されています。

自 平成29年6月22日〜至 平成31年6月下旬

事　務　局

空　林　志　郎
大　森　猛　広
岡　田　真　弓
三　宅　雅　子
森　本　大　雅
木　下　裕　美
笠　井　玲　子
山　下　美　穂

委員長　藤　本　　壽　副委員長　棟　保　　博
在 宅 福 祉 委 員 会

会
　
長
　
三　

木　
　

功

副
会
長
　
森　
　
　
　
　

崇

福　本　一　男　　清　水　一　彦
三　木　　功 森　　　　崇

委員長　安　井　信　之　副委員長　田　中　　仁
企画財政運営委員会

責　任　者　　空　林　志　郎
第三者委員　　坂　下　親　弘
第三者委員　　八　木　英　機

苦 情 解 決 体 制

評　　議　　員
大　澤　謙　一　　山　口　眞理子　　山　本　順　子　　岡　田　恕　枝
橋　本　和　美　　山　下　正　司　　山　下　太　一　　坂　下　順一郎
武　部　廣　文　　山　本　和　子　　八　木　正　人　　太　田　久　代
岡　田　広　二　　新　茶　善　昭　　出　水　一　明　　竹　内　章　介

後　藤　　巧　　木　村　敏　夫
三　木　　功　　森　　　　崇

委員長　村　田　美　紀　副委員長　三　木　洋　子
広 報 委 員 会

中　桐　笑　子　　濵　田　　茂
入　倉　哲　也　　三　木　　功
森　　　　崇　　　　　　　　

理　　事

安　井　信　之
後　藤　　巧
濵　田　　茂
福　本　一　男
棟　保　　博
藤　本　　壽
木　村　敏　夫
中　桐　笑　子
三　木　洋　子
村　田　美　紀
田　中　　仁

監　　事
石　田　良　行
増　田　　元 自 平成29年6月22日〜至 平成33年6月下旬

社会福祉事業へのご寄付は寄付金控除の対象となります。
ご寄付いただいた方の氏名は町広報にて掲載しておりますのでご覧ください。

　　　寄付件数　 6件
　　　　　　　　　　　 寄付合計金額　　　　　1，821，498円

小豆島ライオンズクラブ　 車イス　２台
寄付にご協力お願いします

あたたかな善意をありがとうございました。
平成29年１月１日〜平成29年７月31日

　社協の財源の一つが、みなさまから寄せられる会費や寄付金です。こうし
た財源は社協の事業推進の大きな支えとなっています。金額の多少を問わず、
年間を通じて受け付けております。どうぞお気持ちをお寄せください。

小豆島ライオンズクラブ（6月13日）

池田葬祭具管理運営委員会（7月6日）

「賛助会費」のお願い
～誰もが安心して生活できる福祉サービスの充実～
　みなさまからいただいた会費は、在宅福祉サービス事業や福祉教育の充実など、とても重要
な財源となっています。
　今後とも一人でも多くの方に社協の活動をご理解いただきご協力をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　小豆島町社会福祉協議会　事務局（☎８２－５３１８）

小豆島町社会福祉協議会組織図


